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　４月５日（金）に新入生２人を迎え、全校生徒９人で令和６年度がスタートしました。今年度は養護教諭が
不在となりましたが、大きな事故やけがもなく、生徒全員が元気良く学校生活を送っています。１年間を振
り返ると、地域を含めた学校外の組織と連携した取り組みが数多くありました。その成果を皆さまにお伝え
します。

マイナ免許証の運用開始マイナ免許証の運用開始 ～ ゼッタイ便利　マイナ免許証 ～

　今、本校では、生徒数減少に伴う教職員数減少への対策を考えています。教職員数の減少は、専門教科の
教師不足や単式の学級数維持の困難につながります。来年度、教育の質を落とさず、生徒がより良い生活を
送ることができる場所として中学校があり続けるために、これからも地域の皆さまのご協力やご支援をどう
ぞよろしくお願いします。

占冠中学校の１年を振り返る占冠中学校の１年を振り返る

　中学3年生の数学と国語の学力について調査する全国学力・学習状況調査があり
ます。本校では、今年度も全国平均より10ポイント以上高い結果でした。さらに、
中学卒業レベルとされている英検３級の取得率は、３年生100％です。アスペン市
への短期交換留学事業もあり、英語への関心の高さがうかがえます。１月の短期留
学では、400人以上のアスペン生の前で占冠村のプレゼンを英語で行いました。

今年も高い学力を維持!!

　生徒自らが課題を見いだし、解決をめざす力の育成に向けて、総合的な学習
「探究」を新設しました。「占冠村について」をテーマにした伊達充寛さんは、「多
くの観光客を呼ぶために」という課題を自ら設定し解決に向け、取り組みまし
た。役場へ出向き、農地法など学校では学ぶことができない知識を学んできま
した。他の生徒も、教育委員の森田さんや静琴書道学院の講師の先生等、たく
さんの方からご助言をいただきました。当日の発表では、生徒全員が堂々と発
表することができ、「着目点も面白いし、よく調べられた内容で素晴らしかった」と参観者からたくさんの
お褒めの言葉をいただいております。

総合的な学習「探求」を新設!!

学校祭での「探求」発表学校祭での「探求」発表

アスペンでのプレゼンアスペンでのプレゼン

　改正道路交通法の施行により、令和７年３月24日から、マイナンバーカードが運転免許証として利用
できるようになります。免許証は以下の３タイプから選ぶことができます。

▶ 免許証の番号

▶ 免許の年月日・有効期限の末日

▶ 免許の種類

▶ 免許の条件に係る事項

▶ 顔写真

上記等の情報がマイナンバーカード
のICチップに記録されます。
※マイナンバーカードの券面に免許
　に関する事項は記載されません。

◯ 氏名、住所等の変更は市町村に届け出れば、警察への変更が不要
　 （マイナ免許証のみ）
◯ オンラインでの更新時講習が受講可能
◯ 住所地以外の免許センターで行う免許更新手続き（経由地更新）が迅速
◯ マイナ免許証のみを保有する場合、更新手数料が安くなる

マイナンバーカードと運転免許証を一体化することによるメリット

マイナンバーカードに
記録される免許情報

１．従来通りの運転免許証を保有
２．運転免許証の免許情報が記録されたマイナ免許証を保有
　　（マイナンバーカードと運転免許証が一体化）
３．マイナンバーカードに免許情報を記録した上で運転免許証も保有
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問　富良野広域連合富良野消防署占冠支署
☎　56‐2119

野生動物対策の状況
問　農林課林業振興室
　野生鳥獣専門員
☎　56‐2174

　この冬は1月の末にトマム山（中トマム）の主稜線
の北側でヒグマ１頭分の足跡情報がありました。通
過して遠のいたか、また穴に入ったかは分かりませ
んが、続発はなかったようです。このほかは２月 21
日現在まで村内での活動情報は得られていません。
３月以降は活動が活発になってきます。また１年、事
故のないよう努力してまいりましょう。
　ところで、ヒグマによる農業被害については、森林
の資源量、特に秋の実なりとの関連がよく言われま
すが、本村ではデントコーンの被害時期とミズナラ
などの結実時期は元々ズレており、関連しそうには

ヒグマヒグマ

雪害にご注意を！まだまだ油断は禁物！雪害にご注意を！まだまだ油断は禁物！

　３月に入り少しずつ暖かさを感じる季節となりましたが、突然の大雪や吹雪が発生
する可能性もあります。油断せず、引き続き雪害への備えを万全にしましょう。

思えません。左下の図はミズナラの豊凶指標、下の図
の上段が 10 月の目撃通報件数（人里での活動強度
指標）、下段がデントコーンの被害面積です。並べて
みると、2017 年辺りが連動しているかにも見えま
すが、何とも言えません。以前より、デントコーンの
被害状況の年変動が謎めいていることには注目して
おり、今後、未集計のデータを揃えながら、見えざる
生態の一隅に迫ってみたいと思います。

① 積雪や凍結による事故防止

 ・屋根の雪下ろしは安全対策を徹底し、２人以上で行いましょう。
 ・歩行時は滑りにくい靴を着用し、転倒に注意しましょう。
 ・除雪機による死亡事故が発生しています。除雪機を使用する際は、巻き込まれ事故に注意しましょう。
② 車による事故防止

 ・大雪で除雪が追いつかない場合があります。車の運転は慎重に行い、スリップ事故に注意しましょう。
 ・急発進、急ブレーキ、急ハンドル、「急」のつく運転はしないよう心がけましょう。
③ 大雪への備え

　大雪による停電や断水に備え、飲料水や食料、懐中電灯、電池などを準備しておきましょう。
④ ストーブの給排気筒の管理

　ストーブが急に消えた場合や、点火しようとしても火が点かない場合は、給排気筒が雪に埋もれている可能性
　があります。そのままの状態でストーブを使用すると不完全燃焼を起こし、それにより発生した一酸化炭素を
　吸い込むことで、最悪の場合死亡事故につながるケースもあります。事故を未然に防ぐために日頃から天気予
　報をチェックし、天候が荒れる場合は小まめに除雪し、給排気筒が埋もれないよう注意しましょう。
⑤ 高齢者や一人暮らしの方への声かけ

　近隣の高齢者や一人暮らしの方が困っていないか声をかけ合い、地域で支え合いましょう。

雪害への注意点雪害への注意点

救急出場状況
（１月分）

一般負傷　20件( 18人）
急　　病　13件( 10人)

１ 月 計  33件( 28人）
累　　計  33件( 28人）
※（　）内は搬送人員


